
西野 春雄（にしの はるお）

昭和18年八戸市生まれ。法政大学名誉教授。同大学文学部教授・能楽研究所所長を歴任。能楽の総合的研究に取り組み、特に廃絶曲の
研究分野では著しい業績を修める。主な著書共著に『世阿弥』（ミネルヴァ書房）、『謡曲百番』（岩波書店）、『能面の世界』（平凡社）、『世阿
弥』（創元社）、共編に『能・狂言事典』（平凡社）他、復曲能《当願暮頭》《雪鬼》《鐘巻》《松山天狗》《高安》《実方》《篁》《粉河祇王》、新作
能《草枕》《ジャンヌ・ダルク》など能本作成も多数。令和3年瑞宝中綬章受章。能《綱》作者・監修者。

令和に蘇る幻の能《綱》 西野  春雄
1 復元創作のきっかけ、散逸曲《綱》
　八尾市高安地区の玉祖神社付近に「鬼の手塚」と呼ばれる塚
（実は古墳）がある。平成27年、高安能未来継承事業推進協
議会（橋本久会長）から、鬼の手塚伝説にまつわる能の制作を
委嘱された。鬼の手を埋めたという伝承から着想したのが散
逸曲《綱》である。
　《綱》は中世には演じられていた。室町後期の下掛系装束付
『舞芸六輪之次第』に「綱。してハ、前、姥。常の出立。小袖、

又ハ水衣を重ぬる。後ハ鬼。常の如し。綱ハ大口・小袖、又ハ
法被・袖無し、太刀を持つ」とある。前シテが姥、後シテが鬼の
能で、羅生門で渡邊綱に片腕を斬られた鬼（茨木童子）が綱の
伯母に化けて腕を取り返す曲であろう。観世信光作の現行
曲《羅生門》の後日談である。やがて廃絶。台本の存否も不明。
『舞芸六輪之次第』は装束に古態を伝える貴重な資料である。

3 素材・復元創作の実際
　基本は『平家物語』剣の巻を主材としたが、姥は、高安の里
より頼光の母が頼光の館を訪ねる『太平記』の記述を生かし、
綱の伯母とした。長唄《綱館》の詞章も一部借用。季節は《羅
生門》が春の出来事で、腕を斬られた鬼は七日の間に奪いに来
るという陰陽師の占いに従い、《綱館》《茨木》の秋ではなく、
春の出来事とした。
　平成30年の公開講座で構想と第一稿を発表。令和元年に

第二稿を発表し、山中雅志師の節付で謡の一部を試演。令和
２年に第三稿を素謡で全曲披露。その後、山中師が型付し、囃
子方が囃子付して、動きながら見直し（第四稿）、令和3年、大
阪の山中能舞台で研究公演として初演。令和４年、東京の梅若
能楽学院会館で再演し、令和5年、八尾市文化会館で演じた。
上演時間は約1時間。

4 曲趣・場景・人物・舞台展開、演技・演出上の難題
　五番目物・鬼物。京の都、渡邊綱の館。ある春の日の宵から夜。
伯母（茨木童子。後は鬼姿）。渡邊綱。綱の従者。晴明の下人。
　⓪綱が舞台に出て、ワキ座に着座する。
　①〔名乗笛〕綱の従者登場。腕を斬られた鬼が七日の間に奪
　　いに来るとの清明の占いにより、綱は物忌し、今日が七日
　　目と告げる。
　②平和な御代。春の夕暮れ。綱は窮屈な物忌に心が屈して
　　いる。
　③〔次第〕高安に住む綱の伯母が登場。鬼の腕を見ようと綱
　　の館へ。道行。
　④伯母は対面を乞うが断られ、門を隔てて声をかけ、綱の情
　　に訴えて懇願する。
　⑤情にほだされた綱は門を開き、座敷に招き入れる。
　　旅の疲れをいたわり、酒宴。綱は舞の名手だった伯母に舞
　　を所望、伯母は山廻りの歌を歌い、舞う。
　⑥伯母は鬼の腕を見せて欲しいと頼む。綱は断りきれず唐櫃
　　の蓋を開け差出す。眺めている内に伯母は面色変わり、腕
　　を奪って姿を消す。綱は跡を追う（中入）。

　⑦〔早鼓〕綱館の様子を見に来た晴明の下人が異変に驚き、
　　報告のため戻る。
　⑧〔早笛ニ転ズル一声〕行方を探す綱、鬼は正体を現し茨木
　　童子と名乗る。切合。
　⑨綱は勇猛に闘うが〔働〕、茨木童子は逃げて行った。
　難題は、片腕を斬られた鬼が伯母に変じて登場することであ
る。片腕を袂なり懐に隠し、杖を持つのも笠を脱ぐのも、綱館
での酒宴も舞いも、すべて片腕で演技する。通常の能にはない。
しかも綱や従者には気付かれないようにしなければならない。
　クライマックスの伯母から鬼へ変身し、腕を奪い返す場面も
難しい。初演では、唐櫃に近づき、腕（手袋状。《羅生門》で使
う）を取り出すと同時に体を一回転させ、瞬時に腕を装着した
（『太平記』に「これは我が手にて候ひけると言ひて差し合は
せ」とある）。やや不気味で、これまでの上演を踏まえた本日の
公演。どのような舞台が展開されるか、楽しみである。

2 綱伝説と近世・近代における綱物の系譜
　『平家物語』巻第十二剣巻（八坂流系十二巻本）や『太平
記』第三十二巻直冬上洛の事、付鬼丸・鬼切の事などに見える
綱の武勇譚。『平家』では、綱に腕を斬られた鬼が綱の養母に
化けて館を訪ね、取り返す。『太平記』では高安の里から頼光の
母に化けて館を訪れ、腕を奪い、牛鬼となって、綱を左の手に
ひっさげ、頼光に走りかかる。頼光は太刀を抜き、牛鬼の首を
斬って落とす。(以下略)
　能は廃絶したが、近世以降、歌舞伎・長唄・舞踊劇等に取ら
れていた。寛保元年（1741）、江戸中村座で上演された藤本斗
文作の歌舞伎《潤清和源氏(うるおいせいわげんじ)》の大薩摩
の所作事《兵四阿屋造(つわものあづまやづくり)》である。配役
は伯母を二代目市川海老蔵、綱を三代目市川団十郎。しかし、そ

の後、埋もれてしまった。
　明治になって、古曲の復興に熱心な三世杵屋勘五郎（根岸の
勘五郎）が見出し、改作して長唄《綱館》を創作。初演は明治3
年（1870）らしく、本名題《渡邊綱館之段》。語りの要素が濃
く、随所に豪快な大薩摩の曲節を取り入れた名曲。さらに明治
16年（1883）、河竹黙阿弥が《綱館》を基に、歌舞伎舞踊
劇《茨木》を創作し上演。三世杵屋正次郎作曲。初世花柳寿輔
振付。茨木童子を五世尾上菊五郎、綱を初世市川左団次。現在
もよく上演される。私はこの系譜に着目し、《茨木》から《綱
館》へ、そして《兵四阿屋造》へと遡って、源流と思われる
能《綱》を復元創作することにした。

やお発高安能未来継承プロジェクト
　大阪府八尾市東部の高安地域は、能楽ワキ方・大鼓方の「高安流」の発祥の地と伝わり、人気曲《井
筒》《弱法師》ほか八尾・高安を題材とした作品があり、このプロジェクトにおいて能楽と地域の文化財や伝
承を結び付けながらゆかりの作品として掘り起こし、紹介します。出演のワキ方及び大鼓方はすべて「河内の
国高安」発祥と伝わる高安流が担当しています。
　本プロジェクトは、「八尾・高安は能と関係があるらしい！」と気が付いた市民により平成20年に立ち上げ
られた高安ルーツの能実行委員会（現在は解散し、業務を特定非営利活動法人高安能・カエパスに移管）に
よって取り組まれてきました。平成23年には事業の拡大により、大阪経済法科大学・八尾ライオンズクラブ・
能楽高安会とともに高安能未来継承事業推進協議会を発足。これまで心合山寺古墳広場での芝能、玉祖神
社での薪能などのほか、高安能を普及する講座を開催しています。
令和3年度からは、八尾市が目指す芸術文化振興の方向性に合致した「地域文化の魅力発信事業」として公
益財団法人八尾市文化振興事業団（八尾市文化会館プリズムホール指定管理者）が高安能普及活動に加わ
りました。本公演は（公財）八尾市文化振興事業団と特定非営利活動法人高安能・カエパスが八尾市と協力
し開催します。

ご挨拶

福田 祐美子（ふくだ ゆみこ）

昭和50年大阪生まれ。八尾市立しおんじやま古墳学習館学芸員。学生時代は民俗学（民話）を専攻。学生の時に出会い、その後の研究対
象となる「茨木童子」の腕を埋めた手塚近くのしおんじやま古墳学習館に平成17年より勤務する。現在はしおんじやま古墳学習館において
古墳にまつわる民話の研究に携わり、古墳が作られた後の時代の人々がその古墳をどのような存在と捉えてきたかを、民話を通じて考察し
広く人々に親しんでもらえるよう日々活動している。世界鬼学会会員。能《綱》監修助手。

解説：令和に蘇る能《綱》を楽しむために 福田 祐美子

1 はじめに
　少し前から日本では「鬼」がブームとなり、「Demon Slayer（デーモン・スレイヤー）」と訳された「鬼滅の刃」などで海外の方にも親し
まれているようです。本日公演の《綱》には茨木童子という「鬼」が登場します。
　彼は能《羅生門》をはじめとした日本の古典芸能や芸術作品の題材としても知られています。また、《綱》で茨木童子と戦う渡辺綱という
武将も多くの英雄譚を持つ人物です。彼らがどのような存在だったのか、ご紹介したいと思います。

3 伝説の英雄、渡辺綱
　平安時代中期の武将である渡辺綱（953年～1025年）は、
武蔵国箕田（現在の埼玉県鴻巣市）で生まれました。生後間も
なく父が亡くなったため母方の里である摂津国渡辺（現在の大
阪市中央区）に移り住みます。主君である源頼光とともに大江
山の酒呑童子を倒すなど、鬼退治や土蜘蛛退治など伝説を多く

持つ武芸に優れた人物で、大江御厨（現在の大阪市中央区あた
りから大阪府東部地域を含む）を統括していた渡辺党の始祖
として知られています。今年で没後1000年ですが、実は彼の存
在に関して信ぴょう性のある資料は残っていません。

4 《綱》と叙事詩『ベオウルフ』の類似性
　《綱》は《羅生門》で渡辺綱に斬られた腕を取り返しに来る
茨木童子の物語ですが、８世紀に作られたとされるイギリスの
叙事詩『ベオウルフ』にも、非常に似た物語があります。『ベオウ
ルフ』ではフロースガール王を苦しめていた怪物グレンデルが英
雄ベオウルフに腕をもぎ取られて瀕死の重傷を負い、その母で
ある女怪が腕を取り返すため王の館を襲い、腕と一緒に王の寵

臣アッシュヘレを連れ去ります。《綱》ではグレンデルと女怪を
合わせた役割を茨木童子が、ベオウルフとアッシュヘレを合わせ
た役割を担うのが渡辺綱です。洋の東西や宗教観の違いがある
ので内容を一概に比較することはできませんが、《綱》でも重要
な、腕を斬るという共通点が非常に面白く感じています。

5 鬼の腕が埋められた塚
　茨木童子の腕は河内国高安里の手塚（現在の大阪府八尾市神
立にある玉祖神社裏古墳と推定）に埋められたという伝説が残
されています。なぜ、高安に埋められたのでしょうか？『太平記』
では高安里に住む源頼光の母が鬼に化けて腕を取り返しに来ま
すが、実際の頼光の母と高安に関係性はありません。『太平記』
以外では渡辺綱の養母に鬼が化けて腕を取り返しに来ますの
で、綱との関係で手塚に埋められたと考えて良いかと思います。
先述のように綱は英雄視された人物であるため、英雄譚が支配

地である大江御厨内で語られるうちに、綱が切った鬼の腕がそ
の大江御厨からほど近い高安の古墳に埋められた、と付け加え
られたと考えられます。高安地域には現在も多くの古墳が残され
ています。何故手塚が鬼の腕を埋めた塚として選ばれたのかは不
明ですが、かつて手塚付近に「牛ノ塚」という小字名があり、「牛
」と「手」の字が似通っていることから、その地にあった古墳が
手塚と呼ばれるようになり、いつしか鬼の腕が埋められた「手塚
」となった、という説が有力ではないかと考えています。

6 終わりに ～愛される「いばらき童子」～
　現在、生まれ故郷である茨木市では、ゆるキャラとして愛されています。市内のあちこちで「いばらき童子」
の姿が見られ、茨木市文化・子育て複合施設には「おにクル」という彼にちなんだ愛称がつけられました。
また、コロナ禍ではいばらき童子も市民の方からマスクを着けてもらい、可愛がってもらっているようです。

2 いくつかの顔を持つ鬼、茨木童子
　茨木童子は、大阪府茨木市・兵庫県尼崎市・新潟県長岡市
に出生伝説を持つ鬼ですが、各地でその性格は異なり、同じ地
域である茨木市にも性格の異なる２つの鬼の伝説が伝わって
います。
・生まれながらにして異形であった子どもを恐れた父親によっ
て山中に捨てられ、獣を獲って暮らすうちにそのまま鬼になった
ものの、父が病に倒れたと聞くと駆け付け、看取るという親思
いの心優しい鬼であったという説。
・異形であったため生後すぐに髪結床屋の前に捨てられ、床屋

の夫婦に育てられて店を手伝うようになるが、ひょんなことから
人間の血の味を知り、わざと客の頬をカミソリで傷つけて血を
なめるようになる。それが原因で店を追い出され、そのまま丹波
の山深くに入っていき、鬼の総大将である大江山の酒呑童子の
配下になった、という説。
　この他に、尼崎市の伝説には親孝行な優しい鬼として、長岡
市の伝説には生まれながらの悪童で酒呑童子と一緒に都で暴
れまわった鬼として登場し、真実の姿はどうだったのだろうと興
味をかき立てられます。

特定非営利活動法人高安能・カエパス　理事長　橋本  久
　大阪の東を限る生駒山の西麓に「高安」があります。八尾市の東半分です。山裾には古く
からの幹線道路、東高野街道が南北に走り、ほど近い山頂の十三峠を越える道は、東西に
大阪の中心部と奈良を結ぶ十三街道でした。いずれも多くの人々が往来しました。　
　中世の猿楽以来、この高安でも大和とともに、演能は盛んでした。長らく忘れられていま
したが、私たちは現在も続く「高安流」（ワキ・大鼓）がこの地に発祥したことを再認識し、
高安の地で芝能・薪能を催し、能「高安」を復曲し、高安能として広めています。
　「高安の長者」と「四天王寺」にかかわる俊徳丸物語は能「弱法師」として演じられ、今
も近鉄「俊徳道」駅が、古道の名を伝えています。
　「綱」は大江山の鬼退治で知られる源頼光の四天王の一人、渡辺綱が主人公となる、茨木童子の物語に基づく
復元曲です。能楽の形では残っていませんが、歌舞伎や邦楽にも詞章が残され、それらをもとに復元を試みました。
綱に奪われた片腕を、伯母に化けた鬼が取り返そうとします。静から動へ、そして闘いへ。出演者の熱演をお楽しみ
ください。

　本日は『令和に蘇る能「綱」万博特別公演』にご来場くださり、誠にありがとうございます。
　当事業団では、八尾市と文化振興の方向性を同じくし館のミッションに基づき、地元の魅力
を未来に発信する事業として、令和3年から高安地域ゆかりの能・高安能の普及・継承に関
わってまいりました。高安能の取り組みは地元住民の皆様による主体的で情熱的なパワーに
より始まりました。私どもの3つのミッションの一つに「地元（まち）の力でシビック・プライドを
醸成」というものがありますが、高安能・カエパス様の行動力と熱意に共感し、劇場として地
元の歴史あるこの能を継承したいという思いに駆られ、協働が始まりました。
　万博特別公演では、令和4年度に八尾市文化会館プリズムホールで披露した復元能「綱」を上演します。室町時代に
演じられて以降廃絶されたというこの演目は500年もの時を超え、八尾の古墳の伝説をもとに能楽師や学者たちの尽力
により復元しました。復元にあたって多くの専門家の心を動かしたことそのものが、八尾の魅力ではないかと思います。
　万博特別公演はご覧の皆様に高安能のすばらしさ、八尾の魅力が少しでも伝わることを願い上演致します。
　どうぞ心ゆくまでお楽しみください。

公益財団法人 八尾市文化振興事業団　理事長　池尻  誠



【主催】八尾市・（公財）八尾市文化振興事業団
【協力】特定非営利活動法人高安能・カエパス
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万博会場（夢洲）ポップアップステージ南

公演

仕　　舞

土蜘蛛 山階彌右衛門

生一　知哉

林本　　大
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復元能《綱》
　現行曲《羅生門》の後日談で、渡辺綱（綱）が羅生門に
棲む鬼の腕を斬り落とした後の出来事である。
　腕を斬られた鬼が7日の間に腕を取り返しに来るとの占
いに従って、綱は物忌をしている。ついに今日が7日目とい
う日、高安から綱の伯母が会いにやってきた。綱は物忌の
ため一度断るものの、情にほだされ座敷に招き入れる。

　二人は杯を交わし、伯母は山廻りの歌を歌い、舞う。そ
の後伯母は鬼の腕を見たいと言いはじめ、綱は断りきれず
唐櫃の蓋をあけると、伯母が腕を奪って姿を消す。
　綱は伯母の行方を捜していると、鬼が姿を現し伯母では
なく茨木童子だと名乗る。綱は勇敢に戦うが、茨木童子は
そのまま逃げて行った。

仕舞《土蜘蛛》
　ある日の夜更けのこと、病気で寝込む源頼光のもとへ
僧がやってきた。僧は蜘蛛の精で、目にもとまらぬ早業
で蜘蛛の糸を繰り出し、頼光に襲い掛かった。頼光は先
祖伝来の貴重な刀で切りかかると、蜘蛛の精はたちま
ち姿を消した。頼光は駆け付けた家臣に蜘蛛の精を退
治するよう命じた。家臣が後をたどっていくと、蜘蛛の

精の巣と思われる古い塚が現れた。蜘蛛の精は塚から
出てきて蜘蛛の巣を投げ家臣と激しい戦いを繰り広げ
るが、最終的には蜘蛛の精は家臣に退治された。

※今回は、クライマックスの一場面を紋付き袴で演じる
 「仕舞」でお楽しみいただきます。

や
お
発
高
安
能
未
来
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
に
蘇
る
能「
綱
」

万
博
特
別
公
演

English
Program ▲

本日上演しました復元能「綱」の謡本をご希望の方は下記の高安能
ホームページよりご連絡ください。追ってお支払い方法・お送り先に関
するご連絡をいたします。
https://www.takayasu-noh.com/

公演中（19：00～）のお願い Requests during the performance(from 7PM).

公演中はカメラ・ビデオ・
レコーダー・携帯電話・
スマートフォンなどでの
撮影・録音はご遠慮ください。

公演中に携帯電話・スマート
フォンや時計のアラームなどが
鳴らないようご確認ください。

Please refrain from taking photos, 
filming, or recording.

Please switch off your cellphone or 
smart phone.

〒581-0803 大阪府八尾市光町2-40
TEL 072-924-5111  FAX 072-924-5010

ホームページ  https://prismhall.jp/    Eメール   info@prismhall.jp

※公演中は飲食・私語を禁止とし、お静かにご鑑賞ください。
*Please refrain from eating, drinking, or speaking during the performance.
※ワークショップ・公演中の様子は写真・動画撮影し、八尾市・
　（公財）八尾市文化振興事業団・特定非営利活動法人高安
　能・カエパスの資料・広報活動に使用させていただきます。


